
令和5年度 帯広工業高校の活動

十勝川中流部川づくり報告会
令和6年3月16日（土）

帯広工業高校

１年生

２年生
 十勝川中流部環境モニタリング

 タンチョウ給餌場設置

３年生
 地域防災授業

 水文観測講習（売買川）

 札内川自然再生事業に伴う地形測量



１年生 札内川自然再生事業に伴う地形測量

実施日活動項目

5月29日（月）：座学+現地見学（概要説明）
8月21日（月）：現地実習（地形測量）
11月6日（月）：座学（とりまとめ）

札内川を活用した学習会

（R5年度）
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札内川自然再生事業
【モニタリングの目的】

平成27年度から令和4年度まで、札内川（礫河原）再生事業の一環として、札内川ダムから

の放流による地形変化を測量してきた（札内川中札内橋にて年2回実施）。

令和5年度をもって札内川の自然再生事業が終了することから、今年度から十勝川と札内川

の合流点である相生中島地区ワンドにて測量を実施した。

今後発生する洪水のたびに変化する地形や水域を把握すること、また2年次には同じ場所で

水生生物調査も行い、将来的にどのような生息環境になるのか、地形変化があれば地形変化に

よってできた環境にどのような水生生物が住み着くのかをモニタリングする。

十勝川の洪水が
相生中島地区の
掘削された水路

に流れ込む

水域・地形が
変化する

変化する地形を
長期にわたって

横断測量

自然環境（水生
動物）の変化を
モニタリング

1年生 2年生



測量箇所（相生中島ワンド）の斜め写真

札
内
川

札内川

十勝川

日高山脈

測量範囲

平成21年～平成23年
に十勝川洪水の時、
スムーズに水が流れ
るように掘った箇所
(普段は水は流れて
いない)

ワンド（湾処）

幅約260m

延長約1㎞



工業高校1年生 札内川自然再生事業に伴う地形測量 内容

R5.5.29 札内川ダム見学

状況写真

R5.8.21 地形測量の様子

R5.8.21 地形測量の様子 R5.11.6 測量結果取りまとめ



工業高校1年生 札内川自然再生事業に伴う地形測量 調査箇所

地形(横断)測量：SP49650、SP49750、SP49800、SP49900、SP50100の5測線を測量した。

SP49650

1班 2班 3班 4班 5班

SP49750

SP49800

SP49900 SP50100



SP49650【1班】

水面 水深：50㎝

水面 水深：30㎝

水面 水深：30㎝
水面

深い所で水深：100㎝

高低差 H=1.6m

高低差 H=2.1m
高低差 H=1.0m

高低差 H=2.4m高低差 H=1.4m

SP49750【2班】

SP49800【3班】

水面

工業高校1年生 札内川自然再生事業に伴う地形測量 R5年 横断図拡大（右岸）

R5.8.21に工業高校1年生が測量した結果



工業高校1年生 札内川自然再生事業に伴う地形測量 R5年 横断図拡大（右岸）

水面
水深：50㎝

高低差 H=1.7m

高低差 H=3.3m

高低差 H=2.7m
水面

水深：50㎝

R5.8.21に工業高校1年生が測量した結果

SP49900【4班】

SP50100【5班】



十勝川 →

十
勝
大
橋→

千代田堰堤→音
更
川→

十
勝
川
温
泉
街→

十
勝
中
央
大
橋→

←

千
代
田
新
水
路

←

鈴
蘭
大
橋

十
勝

エ
コ
ロ
ジ
ー
パ
ー
ク→

位置図

2年生
十勝川中流部環境モニタリング

タンチョウ給餌場設置
（R5年度）

実施日活動項目

6月29日（木）※・水生動物調査

9月21日（木）・ヤナギ生育モニタリング

11月9日（木）・タンチョウ給餌場

※雨天・雷予報のため中止

ヤナギ生育モニタリング

タンチョウ給餌場



R3年12月伐採工事終了後のクサヨシ播種箇所（区画1～4）を見学。
刈り取りや播種を行っていない対照区の方形区調査（樹種や樹高などを記録）を実施。

R5.9.21 音更川合流点下流 クサヨシ播種後のヤナギ生育モニタリング

工業高校2年生 十勝川中流部環境モニタリング（ヤナギ生育モニタリング）

←十勝川

調査図面

調査箇所
刈り取りしていない箇所

【R3年度クサヨシ播種箇所の経過】
R3 12月 クサヨシ播種
R4 9月 ヤナギ生育モニタリング

（刈り取り実施せず）
R5 7月 刈り取り

9月 刈り取り



工業高校2年生 十勝川中流部環境モニタリング（ヤナギ生育モニタリング）

クサヨシ播種区画の見学

R5.9.21 現地作業状況

ヤナギの種類を調査

樹高計測 樹種などを記録



工業高校2年生 十勝川中流部環境モニタリング（ヤナギ生育モニタリング）

R5.9.21 調査結果

【モニタリング結果】
• 方形区（5m×5m）8区画を調査

→ 7種のヤナギ※確認
• 1㎡あたり平均0.8本

→ 100㎡で80本換算
• 方形区は播種や刈り取りを行っていな

い箇所
• 放置を続けると・・・

数年後には高密度にヤナギ林化する
可能性

樹種/方形区№(5m×5m) 29 30 31 32 33 34 35 36 合計

エゾノキヌヤナギ 14 2 1 2 6 22 21 23 91

タチヤナギ 4 1 0 0 1 1 3 5 15

エゾノカワヤナギ 2 3 1 1 0 3 2 1 13

オノエヤナギ 4 2 0 2 3 7 9 13 40

ドロヤナギ 0 0 0 2 0 0 0 0 2

エゾヤナギ 0 0 0 0 1 0 0 0 1

イヌコリヤナギ 0 0 0 0 0 0 1 0 1

合計 24 8 2 7 11 33 36 42 163

1㎡あたりの本数 0.9 0.3 0.1 0.3 0.4 1.3 1.4 1.7 0.8

42

36

33

11

7

2

8

24

※十勝には11種類のヤナギが生育している



工業高校2年生 十勝川中流部環境モニタリング（ヤナギ生育モニタリング）

R5.9.21 対照区で確認されたヤナギ（7種類）

オオバヤナギ
(現在はトカチヤナギ)
十勝川下流KP65.0(西帯

広樋門)から上流に生育
(十中協調べ)

ネコヤナギ
生育地傾向は不明

ケショウヤナギ
砂礫質のところに生育

バッコヤナギ
主に上流部に生育

赤枠が対照区で確認
されたヤナギ

対照区で確認されな
かったヤナギ



タンチョウ観察（生態等の説明）。
給餌場設置（第一ホテル前、観月苑前、ホテル大平原西側畑の計3箇所）。

R5.11.9 タンチョウ給餌場設置

工業高校2年生 タンチョウ給餌場設置

タンチョウ給餌場設置位置

観月苑前

ホテル大平原（畑） 第一ホテル前



工業高校2年生 タンチョウ給餌場設置

タンチョウ観察（幕別町千住）R5.11.9

観察

観察

生態等の説明

タンチョウとオオハクチョウ



工業高校2年生 タンチョウ給餌場設置

タンチョウ給餌場設置 R05.11.9

第一ホテル前 観月苑前

ホテル大平原西側畑



工業高校2年生 タンチョウ給餌場設置後の飛来状況

第一ホテル前
R6年1月19日確認

観月苑前
R6年1月19日 足跡確認

ホテル大平原（畑）
R6年1月19日確認



実施日活動項目

6月20日（火）：座学（防災）
11月7日（火）：座学（防災と十勝川治水100年）

・地域防災授業

8月29日（火）：現地実習（流量観測）・水文観測講習

3年生
地域防災授業

水文観測講習（売買川）
（R5年度）

画像Google（Ⓒ2024Airbus、CNES/Airbus、MaxarTechnologies）、地図データⒸ2024

位置画像



地域防災活動として関係機関から講師を招いて授業を実施。

R5.6.20 防災授業

工業高校3年生 地域防災活動

講義1：北海道管理河川と防災について
（帯広建設管理部 治水課 主査（河川）：柳原宏之氏）

・平成28年台風の被害状況や復旧状況

・水防災意識社会再構築ビジョン について

講義3：河川防災について
（十勝川中流部市民協働会議 理事：紅葉克也氏）

・十勝地方の過去の洪水被害

・札内川稲田地区浸水想定区域図、最大規模の札内川氾濫計算

・浸水深、流速、流れの力 について

講義2：帯広の防災体制について
（帯広市 危機対策課 危機対策推進員：上川登志郎氏）

・自然災害を知る
・おびひろ防災ガイド2023
・自助・共助・公助
・災害時の情報収集
・帯広市の備え、取り組み について



R5.11.7 防災授業

工業高校3年生 地域防災活動

講義1：地域防災システムについて
（十勝川中流部市民協働会議 理事：黒井孝明氏）

・平成28年8月の出水

・地域防災システムの使い方 について

講義3：十勝川治水100年について
（帯広開発建設部 治水課 流域治水対策専門官：天羽淳氏）

・十勝川の治水事業100年の歩みについて

講義2：町内会の防災活動について
（稲田連合町内会 会長：室瀬秋宏氏）

・帯広市ハザードマップ（稲田地区）
・稲田連合町内会の取り組み
・最大浸水箇所のマーキング（右写真：校門前にて）

地域防災活動として関係機関から講師を招いて授業を実施。



R5.8.29 水文観測講習会

実習箇所

工業高校3年生 水文観測講習会（売買川）

流量観測方法の説明（帯広工業高校）
流量観測実習（売買川）
水文観測および流量計算（帯広工業高校）

○高水流量観測方法

1. 量水標水位や断面の状況により使用する浮子を決める。

2. 使用する浮子に浮子棒やケミカルライト（夜間）を付ける。

3. 浮子を投下する人、通過を合図する人、流下時間計測等それぞれ配置し、観測開始。

4. 浮子を投下し、第1・第2断面間の流下時間を計測する。

浮子による流速測定 浮子による流速測定

浮子

ふ し



工業高校3年生 水文観測講習会（売買川）

○低水流量観測方法

1. 水面幅を確認し、流速計番号とブザー音数を確認する。

2. 左岸側から水深測定を行う（往路）。

3. 復路では水深を測りながら、一側線おきに流速測定を行う（流速測定時間は20秒）。

4. 測定終了後にも再度、流速計番号とブザー音数を確認する。

実習状況 横断測量の様子 回転式流速計による測定の様子



工業高校3年生 水文観測講習会（売買川）

授業の様子

流量計算の様子 授業終了後の生徒代表お礼挨拶

流量計算の様子

○水文観測および流量計算

水文観測についての講義、低・高流量観測、横断測量計算を実施。


